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継続企業の前提に関する事項の注記に関するお知らせ 
 

当社は、2026 年３月期「第54期有価証券報告書」において、継続企業の前提に関する重要事象等について 

下記のとおり注記を記載しておりますので、お知らせいたします。 

 

 
記 

 

（継続企業の前提に関する事項） 

 当社グループは、当連結会計年度において、2025年12月に金地金取引における売上債権13.4億円が未回収と

なり、巨額の貸倒引当金を計上する事態に陥るなどした結果、多額な営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属

する当期純損失を計上した上、営業活動によるキャッシュ・フローも重要なマイナスの値となりました。 

 このような財務状況の悪化に加え、今回の多額の売上債権の未回収を発生させた事態は企業行動規範の遵守す

べき事項（業務の適正を確保するために必要な体制整備）の規定に違反し、内部管理体制等について改善の必要

性が高いと認められるため、当社株式は 2026年 5月 26日から特別注意銘柄に指定されており、当社株式の上場

廃止リスクも生じていることから、当社グループの今後の事業運営の見通しは不透明となったと評価せざるを得

ません。 

 これらの状況により、当社グループは、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在し

ております。 

 

 当社は、当該状況を解消するために、当社をご支援頂いている株主様をはじめとするステークホルダーの皆様

のご支援を受け、当社経営の安定化や今後の事業資金確保に向けた対応策を講じ、当該状況の解消又は改善に努

め、グループ拡大に応じた経営監督体制の再構築及び事業基盤の強化を目指し、必ず当社の再生を図ってまいり

ます。また、今回の特別注意銘柄指定を受け、多額の売上債権の未回収を発生させたという事態を厳粛に受け止

め、ガバナンス及び内部管理体制の抜本的な見直しと強化を経営の最重要課題として進めるとともに、新経営体

制において再発防止策を着実に実行し、その進捗状況の適切な開示を通じて、信頼回復に全力を尽くしてまいり

ます。 

 

 しかし、当社の対応策は実施途上ないし計画途上であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められます。 

 なお、当社グループの連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を連結財務諸表に反映しておりません。 

 

 

以 上 


